
 

 

 

 

  

 

〇ＳＫＹフェスタでの子どもたち向けＰＴＡ企画、「一般社団法人 星つむぎの村」の移動プラネタリウムに 

ついて、現在、役員の方が中心となって着々と計画が進んでいます。「子どもたちが宇宙飛行士姿になって 

星空の中を飛び回る」企画ができないかと検討中です。詳細が確定しましたらご連絡します。お楽しみに！ 

〇９月 30日（金）に、「市Ｐ連 特支部会 令和 4年度第 1回研修会」が行われます。どちらの研修会も事

前アンケートが行われ、市Ｐ連担当の 4年生の保護者の皆さんのご協力を得て回答しました。当日は、各校

から集まったアンケート結果も使用しながらの研修会となるようです。本校からは、4年生の中から代表で

2名の方にご参加いただく予定です。 

・進路分科会「18歳 成人後のライフプランを考える」➡浦舟特別支援学校にて 

・広報分科会「特別支援学校の広報誌〈防災編〉を作ろう！」➡横浜市健康福祉センターにて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月２日（金）高等部 1組１・２年生の生徒を対象に、シャープ特選工業株式会社の 

ご協力により、オンライン出前授業を実施しました。 

 当日の授業では、働く上で必要となる力はどのような力か、そして、その力をつ 

けるために、学生生活の間で、どんなことに取り組むことができるかを考えました。 

 この授業を通じて考えたことを意識して生活してほしいと思います。 

9月 12日（月）３時間目の高等部 1組 1・2年生の授業において、就労移行支援事業所 LITALICOワーク

スの方にご来校いただき、出前授業を実施していただきました。 

 当日は、就労移行支援について説明を受けた後、事業所に通所されている方と同じプログラム(『自己理解』

に関するプログラム)の一部を実際に体験させていただきました。個人ワークでは、自分の 

興味関心の傾向について確認をしたり、テキストを大きな声で読み上げて理解を深めたりする等、 

意欲的な様子が見受けられました。自己理解について深めていくことや自分自身の進路を考える 

きっかけにもつながったのではないかと思います。 

９月 5日（月）～9月 9日（金）高等部 1・2組１年生を対象に進路個人面談を実施しました。お忙しい中ご出席いた

だき、ありがとうございました。 

  9 月 20 日（金）に、港南区基幹相談支援センターの方をお迎えし、第 2 回保護者進路学習会を実施しました。当日

は、基幹相談支援センター及び移動支援について講義をしていただき、貴重な時間となりました。 

進路、地域支援・連携、PTAだより 

かけはし №６ 
        

発行：令和４年９月３０日 

横浜市立左近山特別支援学校 

進路、地域支援・連携、PTA部 

PTA 

企業による出前授業 

就労移行支援事業所による出前授業 

高等部１学年進路個人面談 

裏面があります 

第２回保護者進路学習会 



本校ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 9月 14日（水）に「はたらくとは？」というテーマで話し合いました。就労継続支援 B型で、仕事をして

稼いでいる事業所の紹介を聞き、改めて、何のためにはたらくのか、はたらくとは何なのかを考える場となり

ました。「何をするかではなく、誰とするかを考えよう、仕事が変わっても一緒に働きたいという人になろう。」

「利用者のお店であるので、稼ぐために接客力の向上を図ろうと、利用者と目標を共有している。」「就職を目

指している方と、ここを居場所として仕事に励んでいる方とがいる。」など、いろいろな事業所があります。自

分にとって「はたらくとは何か」を考えて、それに合う事業所を探すのも一つの視点であると感じました。お 

 

 

９月 5日（月）に、都筑区自立支援協議会進路部がオンラインで開催され、本校進路専任が参加しました。 

「送り出すときに大切にしていること、受け入れるときに大事にしていること」をテーマにグループに分かれ

て意見交換を行いました。今後も関係機関との連携を図りながら進路支援に取り組んでいきます。 

 

 

本校ホームページに『学校日記』というページがあり、進路、地域支援・連携、PTA部の取組等を紹介し、

随時更新しておりますのでぜひご覧ください。 

 また、『進路・地域』のページには、「進路、地域支援・連携、PTAだより」を掲載していますので過去のお

便りもご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 25 日（木）に横浜型医療的ケア児者コーディネーターの中島さんを講師にお迎えし

て、教職員に向けて、横浜型医療的ケア児者コーディネーターの役割、活動内容、こどもの訪

問看護についてお話をいただきました。訪問看護は、こどもが退院するタイミングでかかわり

が始まり、こどもと家族のサポートをします。安定してくると、こどもの成長発達を支援するた

めに多職種と連携をしたり、家族の社会参加のための支援をしたりと、看護をするだけでは

ないかかわりをしているということが良くわかりました。 

  9 月 13 日（火）に舞岡中学校にて「学校のユニバーサルデザイン」の研修をしました。中学校では、黒板のある前面

には何も貼らない、時間割等の生徒と共有する情報を貼るホワイトボードはすっきりと見やすいように、廊下の掲示物もま

っすぐに貼る等、ユニバーサルデザインが意識されていました。 

校内福祉理解研修報告 

都筑区自立支援協議会進路部会 

旭区自立支援協議会日中活動連絡会 

特別支援学校のセンター的機能報告 

『学校日記』は、こちらをクリック 

『進路・地域』は、こちらをクリック 


